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　『万葉集』は、7世紀後半から 8世紀後半にかけて編

まれた日本に現存する最古の和歌集です。全 20巻、4,500

首余りの歌が収められています。その約半数もの歌に植物が

詠みこまれています。詠われた植物は 160 種類にも及び、

その中には食用や染色、薬用など生活につながるものも多く

見られます。

おおとものやかもち

おおつのみこぬかたのおおきみ

生方たつゑは、歌集の他に、歌書・随筆・評伝（評

　　　　　　　　　　　　　　　　論を交えた伝記）なども書いており、万葉集を題材にしたも

のもあります。『額田姫王』（昭和 51年発行）や『大津皇子』（昭和 53年発行）では、その生涯

を描き、『王朝の恋歌』（昭和 48年発行）では、万葉・古今・新古今集の

女性歌人らの恋歌を中心に、女心の機微を書いた女流歌人論を、『古典の

中の愛と怨み』（昭和 57年発行）では、額田王と大津皇子、大伴家持を

めぐる女性たち、源氏の女性たちとの心の葛藤を描いています。

　そんな古典に親しんだたつゑの短歌が、万葉の植物の美しい写真に彩

られ、より一層味わい深くなりました。短歌と写真が織りなす可憐な世

界をお楽しみください。
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